
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山村漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル 平成 26年度米価変動に対する運転資金  ＪＡ名 ＪＡならけん（奈良県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

平成 26 年度産米の価格変動を受け資金繰りに影響を受けた稲作を営む農業者に

対して必要な運転資金を農林漁業セーフティネット資金（特例制度）で対応致し

ました。 

 

２ 概要 《農林漁業セーフティネット資金（特例制度）》 
 
１．融資機関    日本政策金融公庫 
２．資金使途    米生産者の長期運転資金 
３．融資限度額   ６００万円以内 
４．対象期間    平成２６年７月１６日から平成２７年３月３１日ま

でに貸付決定案件で、貸付後１年間 
５．特例制度    貸付当初１年間を実質無利子 

３ 成果 

（効果） 

実行件数  1件 

実行額   2百万円 

４ 今後の

予定（課題） 

奈良県においては元々米作に係る運転資金の需要は少なく、今般の影響について

も米作専業農家の規模から需要は少なかったと考えられます。 

しかしながら、災害や価格変動といったリスクにすばやく対応できる商品を常に

準備しておくことが大変重要だと考えます。これからも組合員の支援に努めてま

いります。 

 


